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第
三
回
の
夜
行
を
粕
壁
に
爲
す
こ
と
と
な
り
け
る
が
、
夜
光
命
も
來
ら
ず
、
十
口
坊
も
來
ず
、
山
神
慨
然
と
し

て
、
『
妾
を
伴
ひ
給
へ
』
と
乞
ふ
。
似
た
も
の
夫
婦
と
、
人
や
云
ふ
ら
む
。
裸
男
承
知
し
て
、
將
に
家
を
出
で

む
と
す
れ
ば
、
伊
藤
薊
山
、
上
京
し
た
る
ば
か
り
の
足
に
て
、
來
り
訪
ふ
。
裸
男
の
行
裝
を
見
て
、
『
何
處
へ

行
く
』
と
問
ふ
。
夜
行
の
事
を
告
ぐ
れ
ば
、
『
相
變
ら
ず
元
氣
な
る
事
か
な
。
わ
れ
も
共
に
行
か
む
』
と
い
ふ
。

『
わ
れ
を
元
氣
と
い
ふ
君
こ
そ
、
相
變
ら
ず
元
氣
な
れ
』
と
て
、
相
笑
ふ
。
薊
山
今
は
太
田
中
學
校
の
教
員
な

る
が
、
裸
男
と
は
青
年
時
代
の
舊
學
友
に
し
て
、
殊
に
遠
足
仲
間
也
。
幾
ん
ど
日
曜
ご
と
に
遠
足
し
た
り
き
。

い
づ
れ
も
貧
乏
書
生
の
事
と
て
、
人
並
に
汽
車
に
乘
る
贅
澤
は
出
來
ず
。
十
四
里
の
鎌
倉
へ
、
徹
夜
し
て
行
き
、

徹
夜
し
て
歸
り
た
る
こ
と
も
あ
り
き
。
徹
夜
す
る
の
み
な
ら
ず
、
野
宿
し
た
る
こ
と
も
あ
り
き
。
或
時
、
日
は

暮
れ
か
ゝ
る
、
雨
は
ふ
る
、
寒
さ
身
を
裂
く
、
腹
は
ペ
コ
〳
〵
に
な
る
、
薊
山
小
便
せ
む
と
す
る
に
兩
手
凍
え

て
、
自
か
ら
ズ
ボ
ン
の
釦
を
外
す
こ
と
能
は
ず
、
裸
男
代
り
て
外
し
て
や
り
た
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
き
。
兩
人

と
も
當
時
盛
ん
に
遠
足
し
た
れ
ば
こ
そ
、
今
日
の
元
氣
も
あ
る
な
れ
と
、
裸
男
ひ
そ
か
に
鼻
う
ご
め
か
す
。

　
義
甥
の
鹽
井
健
男
、
同
西
山
巖
夫
、
甥
の
政
長
、
豚
兒
三
人
も
加
は
り
、
總
勢
九
十
三
人
、
午
後
九
時
を
以

て
、
千
住
大
橋
を
發
足
す
。

　
參
謀
本
部
測
量
五
萬
分
の
地
圖
に
據
り
て
見
し
に
、
大
橋
よ
り
粕
壁
町
の
入
口
ま
で
七
里
十
一
町
あ
り
。
例

に
因
り
て
、
裸
男
幹
部
と
な
り
て
、
一
行
に
殿
す
。
薊
山
も
あ
り
、
畫
家
の
岡
本
一
平
氏
も
あ
り
、
西
村
醉
夢

も
あ
り
。
山
神
は
之
に
加
は
ら
ず
、
少
し
前
の
方
を
歩
け
る
樣
子
な
り
き
。
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千
住
大
橋
よ
り
二
里
十
二
町
に
し
て
、
草
加
町
の
入
口
に
達
す
。
家
竝
の
長
さ
十
三
町
あ
り
。
町
幅
ひ
ろ
く
、

宏
壯
な
る
家
も
少
な
か
ら
ず
。
う
つ
か
り
『
さ
う
か
』
と
返
事
す
れ
ば
、
『
さ
う
か
は
千
住
の
先
だ
よ
』
と
、

よ
く
江
戸
ツ
兒
の
駄
洒
落
云
ふ
は
、
こ
ゝ
の
事
也
。
蒲
生
に
至
り
て
、
幹
部
の
四
人
休
息
し
て
、
握
飯
を
食
ふ
。

裸
男
携
へ
た
る
竹
の
ス
テ
ツ
キ
の
栓
を
外
し
、
先
づ
自
か
ら
之
を
口
に
あ
て
て
、
一
口
飮
む
。
一
同
『
何
だ
』

と
問
ふ
。
『
酒
だ
、
飮
み
給
へ
』
と
て
薊
山
に
渡
せ
ば
、
『
な
る
程
酒
だ
』
。
一
平
氏
も
、
醉
夢
も
、
『
酒
だ

〳
〵
』
。
一
同
大
い
に
喜
ん
で
、
順
次
ス
テ
ツ
キ
を
ま
は
し
て
、
飮
み
盡
く
す
。
こ
れ
裸
男
が
自
製
新
發
明
の

ス
テ
ツ
キ
也
。
中
に
入
れ
た
る
酒
の
量
は
、
二
合
五
勺
あ
り
。
『
杖
頭
の
錢
』
と
い
ふ
こ
と
は
、
支
那
に
あ
り

た
る
が
、
『
杖
中
の
酒
』
は
、
他
に
其
例
を
聞
か
ず
と
、
一
同
の
喜
び
興
ず
る
を
見
て
、
裸
男
大
得
意
也
。

　
越
ヶ
谷
を
過
ぎ
て
、
始
め
て
鷄
鳴
を
聞
く
。
『
鷄
聲
茅
店
月
、
人
跡
板
橋
霜
』
の
古
句
、
今
に
新
た
な
る
を

覺
ゆ
。
ス
テ
ツ
キ
の
酒
に
一
同
元
氣
づ
き
し
が
、
草
木
も
眠
る
丑
三
の
空
、
眠
く
は
な
る
、
脚
は
疲
れ
る
、
休

息
す
る
こ
と
數
多
く
な
り
ぬ
。
一
平
氏
疲
勞
す
る
こ
と
、
最
も
甚
し
。
『
千
葉
に
行
き
し
時
は
達
者
な
り
し
に
』

と
訝
れ
ば
、
『
あ
の
時
は
達
者
な
り
き
。
爾
來
一
年
餘
、
身
體
肥
る
に
つ
れ
て
、
脚
力
は
衰
へ
た
り
』
と
い
ふ
。

四
五
町
毎
に
一
と
休
み
し
て
歩
み
た
る
が
、
粕
壁
の
旅
店
に
達
し
た
る
時
、
夜
は
未
だ
明
け
ざ
り
き
。

　
例
の
如
く
、
朝
食
を
終
へ
て
、
解
散
す
れ
ば
、
雨
恰
も
至
る
。
裸
男
は
幹
部
其
他
の
有
志
と
共
に
、
粕
壁
中

學
校
に
赴
き
て
演
説
す
。
校
長
を
誰
か
と
見
れ
ば
、
松
崎
求
己
氏
也
。
川
越
に
夜
行
し
た
る
は
、
凡
そ
一
年
半

の
前
な
る
が
、
當
時
松
崎
氏
は
、
川
越
中
學
校
の
教
頭
に
し
て
、
校
長
に
代
り
て
、
我
等
を
迎
へ
ら
れ
た
り
。

今
重
ね
て
、
こ
ゝ
に
相
見
む
と
は
、
思
ひ
も
か
け
ざ
り
き
。

4粕壁夜行記



　
幹
部
の
四
人
に
、
山
神
、
豚
兒
、
豚
兒
の
友
人
も
加
は
り
て
、
關
東
第
一
と
稱
す
る
牛
島
の
藤
を
見
物
し
、

且
つ
酒
し
且
つ
食
し
た
り
。
粕
壁
驛
よ
り
東
二
十
町
。
千
年
の
老
木
、
房
の
長
さ
五
尺
に
及
ぶ
と
稱
す
。
こ
の

日
は
五
月
六
日
、
房
の
長
さ
、
ま
だ
二
尺
に
及
ば
ず
。
期
早
か
る
べ
し
。
記
し
て
、
後
の
遊
者
に
告
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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